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は じ め に
先の号で職場 におけ る健康づ くりの実態につい て報 告 したが,今 回 は,家 庭
におけ る主婦の スポLツ や運動 について と りあげてみたい。一般 に トリム運 動
の展開 され る場 としては,職 場,地 域社会,そ して家庭の三つが考 え られてい
る。今回,こ の なかか ら家庭の主 婦 をと りあげたのは,生 活水準 の向上や,家
事の簡便化 に より,以 前 よ りもず っと楽で豊かな生活 を送 ることがで きるよ う
になρた といわれてい る主婦が,現 在,果 して どの程度 自分の,あ るいは家族
の健康 に注意 を払 ってい るのだ ろ うか,ま た,日 常生 活の 中で,主 婦は.運 動
やスポーツ とい うもの をどの ように とらえてい るのだろ うか,と い った点 を明
らかに しようと考 えたか らで ある。
財団法人余暇開発 セ ンターで は,ト リム運動推進本部 を設 け,わ が国におけ!
る トリム運動の発展 を図 るとと もに,さ まざまな角度か ら トリム運 動の実態や
問題点 をと りあげ,'調査な らびに研究 を進 めてい る。今回の報告は筆者 もその




今回の調査は昭和58年10月6日～13日,東 京都内で実施 した。都 内の区やTlf
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の中から20地区を無作為に抽出 し,さ らに各地区か ら20代～50代の主婦18名ず
つを無作為に抽出 して得 られ た360名を対象に訪 問留置法に より調査 した。結
果の分析にあたっては,こ れ らの調査 か ら得 られた有効回答253票を用い,回
収率は70.3%であった。調査に用い た調査票は主婦の 日常生活全般にわたる質
問であるため,今 回の報告 とは直接関係ない と思 われ るものの調査結果 とその
分析はここでは省いた。
結果と考察
表一1および 表一2は,今回の調査の対象 とな った主婦の プロフィールで ある。
表か らもわかるように全員が専業主婦志し・うわけではない。世帯主の収入に関
しては直接尋ねてないので正確な判断は下せないが,し かし7割 強の主婦が無
職であること,、また,世 帯主の職業や家族構成,住 居(厳 密 には,住 居の形態
まで詳 しく尋ねでい る)な どか ら判断す る と,今 回の調査の対象 どな った主婦
はいねゆる中流家庭 といわれてい る,一 般家庭ρ)主婦である と言 うことがで き









































































































主 婦 の プ ロ フ ィ ・ー一 'ル{2)












































































































表一3は・普段家族の健康のためどの ようなことに気 をつ戸 て、いるかを質問し
たものである。これによると主婦が普段気をつけているごとは次の4つ に大別
す る こ と が で き そ う で あ る 。1・.sl'
ノ
① コ レステロールや塩分 などに注意 し,栄 養の バランスを考 えた食事。
② 充分な睡眠時間を とること。 ¶、






S1.偏 食 を さけ栄養の バラ ンス をとる 、 186(73.5)
S2.十 分 な睡眠 を とる 183(72.3)
S3,コ レス テロール や塩分 に注 意す る 145(5τ3)
S4.子 供は な るべ く外で遊 ばせ る 119(4τ0)
S5.十 分な栄養補給 115(45.5)
S6・ 肥満 司栄養過多に注意する 97(38.3)
S7.'入 浴 ・マ ッサ ー ジ ・軽い 体 操 93・(36・8)
S8.'休 日は屋 外で体 を動かす 一 ∴'二・β9:(35.2)
S9.ス ポニ ツや運 動 を多 くや る 、、 ∵7q:(27.7)
S10.没 頭で きるよ うな趣 味 を持 つ .63'(24.9)
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④ 入浴,マ ッサージ,趣 味な どで リラックスし,ス トレスを残 さない よう
にすること。
次に,各 因子に対す る注意の度合 を各年代別に分 けてみた もの が 図一1であ




ヴ ンスで あ り,"-20代で は 充 分 な 睡 眠,そ して50代で は 圧 倒 的 に コ レス テ ロ 一ー・・ル,
塩分に臆 するこどジという因子に高い関心力iはらわれていることがわかる・特
1;`:1'】:et
































Sゴ 肥 満 ・栄 養過 多に 注意
S7入 浴 ・マ ッサ ー ジ・軽 い体操
S8休 日は屋 外 で体 を動 かす 、
S,.'スポー ツ ・運動 を多 くや る
SiC没頭 で きる趣味 を持 つ
一130一
に,こ の塩分 や コレステロ}ル に関 しては,年 代 を追 うことに関心が高 まρて
い く様 子がよ くわか る。20代の主婦において,充 分な睡眠 をとるこ とに最大の
注意が払 われてい るの は1子 供が まだ乳児の場合が多 く,授 乳その他 などで夜
中に目覚 めることが多 く,普 段充分 な睡眠が とれていない ことに よるものでは
ないか と思 われ る。 また,30代では,子 供 を外で遊ばせ る,休 日に屋外で運動
するな ど育児にかかわ りの あると思 われ る因子に高い関心がは らわれてい るの
に対 し,50代では,入 浴 ・マ ッサー ジで リラックスす る,没 頭で きる趣 味 を持
つな ど心理的な面での健康 に関す る因子に おい て他の年代 よ りも高い関心 を示
してい るこ とがわか る。 また,S-5の 十分 な栄養や,S-9の スポーツ ・運動
を多 くやる とい う因子に対 しては,特 に40代の主婦において高い関心がは らわ
れてい る。 これは,一 般 に40代になると自己の体力の衰え をはっ きりと自覚 す
るようにな ると言 われているこ ととも深い関係があるのではないか と 思 わ れ
る。今回の調査 か ら,健 康の ために も運動 をしなければいけない とい う意識が
最 も強 くあ らわれ たのが40代の主婦であ った とい う結果が得 られ たことi、ま,今
後家庭での スポーツや運動 を考 えてい く上でのひとつの示唆 を与え るものでは
ないか と思われ る。
主婦は 日常生活の 中でスポーツや運動 を十分や ってい ると感 じてい るだろ う
か。 表一4は,主 婦の 日頃の スポーツ ・運動に対す る 満足度に対 して質問 した
ものである。実に7割 以上の主婦 があ まりスポーツ ・運動 をや ってい ない と感
じてい るのがわか る。.念のため,職 業の有無や住居の違いな ど,い わゆる環境
の違いに よる比較 も行 なってみたが,そ の差はわずかな ものであ り,有 意な差
表一4日 頃のスポニツ ・運動の満足度
十 分 や っ て い る




























































































は得 られなか った。,これぽ どの ようなこ とを意味 してい るか'とい う『と,・今回調
査 した主婦の中で は1環 境の違いにか かわ らず全体の7割 か ら8割 は常に,あ
ま.り運動をしていない と感 じてい る とい うことであ る。… ∵
主婦が 日常生活の巾で スポー ツや運動 に積極的に取 りくむためには実に多 く
1め制約や阻害 因子 とい ったものがある と思われ る。ここで は,そ れ らの制約に
ついて考えてみ る。表一5は十分な スポーツや運動 をや る上での制約 として,多
,くの回答が得 られ た因子 を5そ の回答 率の高 かった も⑳ か ら順 に,1各因子ご と
'のグルー プに分 けた ものである。これに よるとまず第一 にあげ られ るものが時
間の面での制約 である。第二の制約 は,ク ラブの入会金や施設の利用費が高す
ぎるな ど,金 銭面でめ制約であ り,第 三 の制約 は施設 に関す ることで,施 設が
ない,あ るいは;`施設 があって も混んでい る,自 分 のあいてい る時間にあわな
い とい う.もので あ二た。第四の制約 としてほ能 力に関す る問題があげ られた。
第五の制約 は,き っかけに関す る要 因 として ま・とめてみた。 これは,本 人 に
は,'十分運動す る意欲はあるのだが,そ の きっかけ となる仲間や指導者がいな
い,ま た,自 分にあった運動がないな ど,参 加 する場の状況 に関する制約 とい














クラブな どで教 え るこ とは高度だ った り,
ハー ドで つい てい けない 。
一緒 に スポLツ ・運動す る仲間がい ない。
コーチ .・指導 者が近 くにい ない 。
自分 に あったス ポーツ ・運 動が開 発 されてい ない 。
自分 に適 したス ポーツに つい て相談 す る ところがない 。
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うこ 恒 ぎ る と蹴 る・L-'一∵'∵ 晶'…'}';一'i .1
ここでは,主 婦 が 日常生活の 中で スポ←ツや運動 をす るための制約 として,.
多 くの要因があげられたが,そ れでは,こ れ らのなかから,最 も大きな要麹巴
,
考え られ てい る時間の制約 について少 し触れてみ よう。表一6は,主婦の現在の
J
スポー ツや運動への参加形態 とそれに費やす時間 との関係 を見 た もので ある。
これに よると・'約70%の主 婦が・特に何 もしていない・又は・運動のかわ りに
家 事で体 を動かす よ うに してい るとい うこ と,ま た,同 じく,70e/e以上の主婦
:は元一週間あた りの運動時間が2時 間未満であ るとい うことがわか る。.一週間
iあ走 り2時 間未満 とい う.ことは1日 の平均時間に換算する と,20分に も満たな
い とい うこ とで あ り,毎 日の生活の中では運動のための時間がほ とんど設 け ら
れてい ない とい うことが十分 うかがえ る結果で ある。 ・!∵
ここにあげ られた それ ぞれの制約 をみてい ると,主 婦が 日常生活の中で スポ
ーツや運 動に とりくむ こ との困難な状況が 目に浮 かぶ ようで ある。すなわち,
健 康のため何 らかの運動 をや りたい と思い なが らも日々の家事に追 われ,な か
なか時間 を「作 ることがで きない。 また,い ざクラブに入 ろ うと思 って も入会金
が 高 く,施 設 も混んでいた りでなかなか思 うようにいかない 。常 日頃や ってみ
寸
たい と思 〔てい るスポーツはあるのだが,そ れ を始 めるには能 力 もない し,そ
;
れ 舗 って くれ る指導都 い ない.ま1・,r緒 に始め る仲間がいれ1まや りやす
いのに仲間 もい ない し,か どい って一 人で行 ってやれ るような施設 もない…:・1
等々,さ まざまな状況が考 え られる。 ここにあげ られ た多 くの制約は,さ まざ
まな条件 がか らみあった.ものであ り,も ちろん一朝三夕には解決で きない もの
ばか りで ある。 しか し,そ れ で もなお,ひ とつひ とつ問題 を解決 してい こ うと
す る積極的な態度が主婦の側 に も求 め られ るべ きであろ う。'L
では次に,こ れ ら,主 婦の側か らの制約 を逆の観点か らながめてみ る と,.主
婦が,普 段,ス ポー ツや運動 とい うもの をどの ような もの として とらえてい る
のか,そ の輪郭 が浮 かんで くるのではないだろ うか。つ ま り,主 婦に とって ス
ポーツや運動 とは,ま ず,時 間 と場所 がない とで きない ものであ り,次 にお金
金 へ
がかか り,.特別 な能力 を必要 とし,そ してそ一れ を始 め るには一緒 にやれ る仲間
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や指導者 がいないとなかなかできない もの,と,こ の よ うなイメー ジでスポー
ツや運動をとらえているのではないだ ろ うか。たぶん,テ ニスや スイ ミング∫i
ゴル フヂ卓球な ど,'いわゆる人気のあ るスポーツを頭に思い浮かべてい るもの
と思われ る。 しか し,ス ポーツや運動 とは,決 っしてこれ らの球技な どに代表
され るような ものばか りでな く,そ の気に さえなればいつで も,ど こでで もで
きるものがた くさんあるはずである。
主婦が 日常生活の中で,、健康のための運動 をしてい くには,'さまざまな制約
があるが,実 は▲ スポー ツや運動 とい うものに対す るこのよ うな主婦の認識,
とらえ方その もの が最大の制約因子 となっているのではなかろ うか とい う疑問
も生 じて くるb
表一7は,激しい スポーツや運動 とは別に,も し身近に,手 軽にで きる運動が
あればや ってみたい と思 うかどうか,そ の関心度 を尋ねたものであ る。 これに
よると,ぜ ひや ってみたい,で きればや ってみたい とする者は,合 計 す る と
75.1%あり,手 軽 な運動への主婦の高い関心度が強 く感 じられる。 またこれに
関連 し,こ れか らやっ二(みたい手軽な運動 として主婦があげた ものには,就 寝
前や起床時の体操,ラ ジオ体操や散歩,ジ ョギング,ま た仕事や家事のあ との
リラックス体操や トリム体操など,毎 日の生活の中で も十分実施可能 なものが
あげ られた。 これ らは,先 の多 くの制約 とあわせて考 えた場合,ひ とつの解 決
の糸 ロとな るものではなかろ うか と思われ る。
次に,主 婦は,現 在 や りたい と思 ってい るスポーツや運動 をこれか らも続 け
てい くためには,ど のような条件が必要であると考えてい るのだろ うか。調査
結果 を分析 したところ,各 年代にかかわ りな く,次 の ような条件が 考 え られ












で参加で きること6こ の二 つが最大め条件 として あげ られた6ま た,ざ 『ら に
は1自 分め向上度が 自分でチェックで きるこ と,1スポLツ 祭 など各種∂)催物に
参加で きるこ とな どがあげ られてい る;主 婦が 日常生活の中で運動 を続けてい
.くためには,家 族で参加で きるこ とや仲間づ くりがで きるこ とが欠 かせない条
件であるとい うことがで きま う。`・'・ ・ …
現在,主 婦は どの ようなスポーツや運動 をしてい るのだろ うか,ま た,'今後
どの ようなスポ・一ツをしたい と望んでい るのだろ うか,あ るいは,夫 が現在や
ってい るスポー ツは何か,家 族では どの ような もの をや りたい と思 ってい るの
か,こ こではこれ らの点 について検討 をすすめ る。
表二8は今後の スポ・一ツ ・運動への関心の度合 を,それ ぞれの項 目(種 目)に
おける上位か ら順に第15位まで を順位別 に一覧表に した もので あ:る。まず 目に
つ くの が,現 在 も,そ して 今 後 もや って い きたい も の と して 第 一 位 に あ げ られ
た テニ スで あ る。 日本 に テ ニ ス ブ ー ム が 訪 れ て か ら久 し くな るが,こ の 表 か ら



















































































ス イ ミ ン グ42
ゴ ル フ25
ジ ャ ズ ダ ン ス21
卓 球20
ハ イ キ ン グ19
エ ア ロ ビ ックダ18
ン ス
ス キ ー18




サ イ ク リ ン グU
な わ と び ユ0
バ レ ー ボ ー ル9
























































































ハ イ キ ン グ
サ イ ク リ ン グ
ソ フ ト ポ ー ル
ヨ ッ ト
登 山



















判断す る限 り,テ ニスは今後 ますます盛んになうてい くのではなかろ1うか と思
われる。言い換 えれば,現 在の我が国において,主 婦に最 も人気のあるスポ∵
ツはテニスであるとい う,こ・とがで きるのではないだろ うか。次に 目 に っ くの
が,夫 が現在や っているスポ三ツの中の ゴル フである。多 くの男性がゴルフを
やっていることは十分想像で きるζとではあったが;こ れ程 までに,他 に群 を
抜いて高い回答が得 られるとは意外であらた。 とい うのは}ゴ ルフこそ先に主
婦が運動 をするための制約因子 として上位にあげた ところの;時 間と場所 と金
がなければで 芭ないスポーツのひ とっであるか らである。スポーツを,単 にそ
れ 自体 を楽 しむ ものと して楽 しむばか りでな く○ いわゆ るつ きあい と か,社
交,と い ったもののために も利用するとい う我が国独 自の社会的風潮 も影響 し
ている と思われ るが,,おそら く これ程 までに,単 一のスポ}ツ が他 を圧倒す
るとい う傾向は 日本人な らではの ことではない だろうか。 ここでは,た ま た
ま,ゴ ル フとい うスポーツの中でのある特定 な種 目においてこの ような結果 力i
得 られたが,こ れはおそ らく,ス ポーツに限 らず,あ らゆる文化的 現 象 の 中
で,流 行の移 り変わ りが非常に激 しい とい われている日本人独 自の国民性 を如
実に反映 してい る結果のひとつである,と してとらえることがで きるめではな
いだろうカに""
次に,現 在はやっていないが今後はやってみたい としてあげられた もの に,
ジャズダンス,エ ア只ビッグ ダ著ス,乗 馬などがあげ られてい る。これ らはい
かに も最近の傾向 と主婦 らしさのあらわれであろう。 また,家 族 とともに楽 し
みたい ものとして,ハ イキング,ス キー1サ イクリング,登 山な どが多 くあげ
られてい ることがわかる6こ のことは,普 段家庭 の中で家事や育児に追われて
いる主婦の中に,野 外活動 をは じめとしたb.屋外でのスポーツに対す る強い志
向性のあ らわれ とみ ることがで きるのではないだろうか。
現在 の 日本の状況 をも考 え,主 婦のこれか らの スポーツ ・運動 を展望 してみ
ると,テ 三スは根強 く残 り,,また,ジ ャズダンスやエアロビヅクダンス,あ る
いは身近 に手軽にで きる運動などゴ主婦な らではのズポーツへの関心がます.ま
す高 まるであろ う。 そして,休 日や祝祭 日な どには,家 族でハイキングやザイ.
-137-一
'クリシグ,ス キー とい った野外活動 を楽 しむ ような家庭 がます ます増えて くる
のではなかろ.うかご ・,
しか し,こ の ような志 向性の高 まりがみ られ る中で,実 際には,家 庭 におけ
る健康づ くりのための支出はどの ように考え られてい るので あろ うか。家族の
健康のために どれ程の費用 を支 出するかは,家 計 を預か る主婦にとって大 きな
関心事であるに違いない。表一9は,健康づ く りのために どの程度お金 を使 って
もよい と思 うか尋ねた ものであ る。十分 な栄養の摂取や,休 養 ・疲労の回復の
ためにはお金 を使 って もよいが,健 康のための運動の実践には,特 にお金 を使









































最後に,今 回の調査でわか った主婦の 日常生活の生活 パターンについて少 し
触れて お く。これ は,生 活の リズムや余暇時間の過 し方,一 日の徒歩量や運動
量,ま た,タ バ コの喫煙本数や一 日の終 わ りの疲労感な ど,主 婦の 日常生活に
ついていろいろな観点か ら尋ねだ回答パ ター ンを同時に数量化 し(数 量化理論
皿類 を応用),似 た回答 パター ンを示 した ものがあるか ど うか 分析 した もので
あ る。この結果主婦の生活の中にい くつかのパ ター ンがあるこ とがわか った。
ひ とつは,タ バコもすわず生活の リズム も規則的で、朝起 きた時に前 日の疲労
もす っか りとれ てい るとい う,望 ましい と思われ る パ ター ン,ま た,一 方で
は,生 活が不規則で,運 動 もあま りせず,余 暇時間はテ レビを見て過 ご し,朝




のところから,現 在の 日本において,主 婦がその 日常生活の中でスポーツや運
動に とりくむことがいかに困難であるか,と い う問題の一端が明 らかになった
と思われ る。主婦の生活が豊かにな り,余暇時間がます ます増大 してい く中で,
縮 刷 面は鑓 ろ但 こ白 躰 面こお呼 も ‡婦がその林 の麟 を
維持増進 させてい くためには,こ こにあげ られた問題以外にも,:まだまだ解決
され るべ き数多 くの問題が山積みされているもの と思われる。
ま と め
東京都内に住む20代から50代の主婦253名を対象に 日常生活や健康,ス ポー
ツ ・運動について調査 したところ以下のような結果 を得た。普段家族のために
気をつけてい ることとしては,年 代間に差はあるものの,栄 養のバランスの と
れた食事 を心がけ,十 分な睡眠や休養 とともに,ス トレスが残 らないよ うに気
を配 り,子供 を外で遊ばせた り,休 日には屋外で運動 をす ることな どがあげら
れた。 また,7割 から8割 の主婦が日頃あま り運動 をしていない と 感 じ て お
り,その制約としては,時 間,施 設,費 用な どがあることがわか った。 しか し
ながら,主 婦はスポーツや運動とい うものを普段の 日常生活の中に身近にある
もの として とらえていないのではないか とい う疑問 も残 った。それは,多 くの
主婦が身近に手軽にできるものがあればぜひや ってみたいと答 えてい ることか
らも明 らかである。また,今 後やってみたいスポーツとしては,テ ニスの他に
ジャズダンスやエアロピックダンスな ど主婦な らではの ものがあげ られ,家 族
でこれか ら楽 しみたい もの として,ハ イキングやスキーなど野外活動に対す る
強い志向性が感 じられた。
今後多 くの主婦が自分や家族の健康 を考え積極的に運動に参加するには,ま
だまだ解決すべ き問題が数多 く残 されてい る。おそらくあまり費用 もか か ら
ず,家 族 とともに楽 しめることがで き,ま た,地 域での仲間づ くりも同時にで
きるような,そ んな運動や催 しもの を現代の多 くの主婦は望んでい るのではな
いだろ うか。各家庭 を支えている一家の主人は もとより,そ れぞれの地域での
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指導者や リ,ヤダーの より≒層の奮起 が望 まれ るところである』'
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